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火星居住を想定した木質と藍藻およびレゴリスの利用

Utilization of trees, cyanobacteria, and regolith for habitation on Mars
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　高い乾燥耐性を示すことが知られている陸棲藍藻Nostoc sp. HK-01は、火星導入の候補生物種のひとつとし

て注目されている生物である。火星レゴリスと木質成分および初期導入生物として期待される陸棲藍藻の機能

を含めた形成物作成の可能性と、これらの宇宙線遮蔽効果の貢献の可能性について検討したので紹介する。
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